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研究報告書 

 

「ワンヘルス」の考え方をもとに，ヒトへの接触とその後の感染が予測される種々の感

染因子の動態をサル類を用いて解明することで，ヒトで発生しうる病態とその病理発生につ

いての情報を収集した。 

１）カニクイザル類を用いたCryptosporidium andersoniを含む胃感染型クリプトスポリ

ジウムのヒトに対するリスク評価のために，胃感染型クリプトスポリジウムを収集・蓄積し，

サルへの接種の準備を行った。 

 

２）ウマヘルペスウイルス9型（EHV-9）を用いた眼粘膜を介したヘルペスウイルス感

染の病理発生解明のための基礎実験として齧歯類で実験を行い，眼粘膜接種モデルを確立し

た。 

  

３）動物由来アミロイドのサル類への伝達の可能性の検討することで，ヒトへのリスク

評価を行うため，動物由来アミロイド（鶏由来）の収集に努めた。また，各種動物（牛，ニ

ワトリ，チンパンジー）由来のアミロイドを精製し，リスザルに伝達試験を行ったがアミロ

イドの沈着は認められなかった。 

 

４）感染症防御に対する膣内細菌叢の役割の研究に，リスザルおよびヨザルを用いた評価

のために採材を行った。 

 

 


